１(やや難)
座標平面上で、連立不等式x2＋y2≦25、x＋y≦5、3x－y≦15の表す領域をDとし、原点を中心する半径5の円をCとする。

また、aを実数とし、点A(7,－1)を通り、傾きがaの直線をℓとする。ℓとDが共有点をもつようなaの最大値と最小値を求めなさい。

解説

x2＋y2≦25で表される領域は、x2＋y2＝25(原点中心、半径5の円)の内側を表す。

不等号が逆向きの場合なら外側。

x＋y≦5で表される領域は直線y＝－x＋5の下側。

3x－y≦15で表される領域は直線y＝3x－15の上側。

これらの3つが重なる領域は下図。
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x2＋y2＝25と3x－y＝15の交点の座標はこれらを連立方程式として解いて、

(x、y)＝(4、－3)、(5、0)なので、図でP(4,－3)となる。

点Aを通り傾きが最小になるのは、直線ℓが点(0、5)を通るとき(緑の直線)なので、

傾きは、
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傾きが最大になるのは点Pを通るとき(青の直線)、またはℓが円に接するとき(赤の直線)だが、赤の方が傾きが大きいことを確認する。

(ア)点Pを通るとき。

　傾きa＝
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　→青の傾き
(イ)ℓが円に接するとき。
Cとℓとの接点の座標を(m、n)とすると、

m2＋n2＝25

また接線の式は公式で、mx＋ny＝25

これらを連立すると、
(m、n)＝(4、3)、(3、－4)

接点が(4、3)のときは今回の領域には入らない。　
接点が(3、－4)のときの直線の傾きは
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　→赤の傾き
(ア)、(イ)の結果を比べると、傾きaの最大値は
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aの最大値は
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、aの最小値は
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[別解]
接線の傾きを調べる場合は、点と直線の距離の公式を使うこともできる。
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